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人
口
八
〇
〇
〇
万
超
を
誇
る
中
東
の
大
国
イ
ラ
ン
。
五
月
一
五
日

現
在
、
感
染
者
数
は
一
一
万
人
を
超
え
、
死
者
は
六
〇
〇
〇
人
超
。

中
東
で
は
ト
ル
コ
に
次
い
で
高
い
水
準
だ
。
副
大
統
領
ら
政
権
幹
部

に
ま
で
感
染
が
広
が
っ
た
イ
ス
ラ
ム
教
シ
ー
ア
派
を
国
教
と
す
る
体

制
で
何
が
起
き
て
い
た
の
か
。
四
月
中
旬
か
ら
経
済
活
動
再
開
に
舵

を
切
っ
た
が
、
経
済
と
新
型
ウ
イ
ル
ス
と
の
間
で
綱
渡
り
の
政
策
運

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

国
を
挙
げ
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
感
染
拡
大
の
要
因
か
？

　

イ
ラ
ン
で
感
染
者
・
死
者
が
初
め
て
確
認
さ
れ
た
の
は
二
月
一
九

日
。
二
人
の
感
染
者
の
死
亡
が
発
表
さ
れ
た
。
イ
ラ
ン
で
は
折
し
も

国
を
挙
げ
て
の
大
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

ま
ず
は
、
同
一
一
日
に
は
親
米
の
王
制
を
打
倒
し
た
イ
ラ
ン
・
イ

ス
ラ
ム
革
命
の
四
一
周
年
の
記
念
式
典
が
あ
り
、
テ
ヘ
ラ
ン
な
ど
全

土
で
多
く
の
市
民
が
広
場
や
大
通
り
に
集
っ
た
。
ま
た
、
二
一
日
に

は
四
年
に
一
度
の
国
会
議
員
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
た
。
投
票
所
と

な
っ
た
モ
ス
ク
や
学
校
な
ど
で
は
、
多
く
の
人
が
密
接
し
た
空
間
に

集
ま
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
大
勢
の
人
が
集
結
す
る
行
事
で
、
感
染
が

徐
々
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。
ま
た
、
両
行
事
に
配

慮
し
て
、
す
で
に
感
染
者
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
が
隠
蔽

し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
も
ネ
ッ
ト
上
で
は
根
強
い
。

シ
ー
ア
派
の
聖
地
か
ら
全
土
、
中
東
へ

　

ま
た
、
感
染
拡
大
の
中
心
と
な
っ
た
コ
ム
が
シ
ー
ア
派
の
聖
地

朝
日
新
聞
前
テ
ヘ
ラ
ン
支
局
長

杉
崎
慎
弥

す
ぎ
ざ
き　

し
ん
や　

二
〇
二
〇
年
三
月
ま

で
の
三
年
間
イ
ラ
ン
で
取
材
に
あ
た
り
、
女

性
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
入
場
禁
止

問
題
や
、
女
性
が
公
共
の
場
で
着
用
が
義

務
づ
け
ら
れ
る
髪
の
毛
を
隠
す
「
ヘ
ジ
ャ
ブ
」

と
呼
ば
れ
る
布
へ
の
反
対
運
動
な
ど
を
追
い

か
け
た
。
現
在
は
国
際
報
道
部
に
所
属
。

イ
ラ
ン

コ
ロ
ナ
禍
の
世
界　シ

ー
ア
派
聖
地
が
ク
ラ
ス
タ
ー
化
か
。
ラ
マ
ダ
ン
後
に

聖
地
の
聖
廟
再
開
に
踏
み
切
る
か
苦
悩
す
る
ロ
ー
ハ
ニ
政
権
。

米
経
済
制
裁
が
膠
着
し
医
薬
品
の
調
達
に
も
悩
む
中
、

中
国
の
存
在
感
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

制
裁
と
モ
ス
ク
再
開
に
逡
巡
続
く
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だ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
た
と
さ
れ
る
。
コ
ム
か
ら
全
土
に
感
染
が
広

が
っ
た
と
の
見
方
が
強
ま
っ
た
二
月
下
旬
に
は
、
コ
ム
を
封
鎖
し
て

拡
大
を
防
ぐ
べ
き
だ
と
の
声
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
コ
ム
は
シ
ー
ア
派

全
体
の
聖
地
で
あ
り
、
国
内
外
か
ら
の
巡
礼
者
へ
の
配
慮
も
あ
っ
て

か
、
出
入
り
の
自
粛
要
請
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

当
時
、
コ
ム
や
北
東
部
マ
シ
ュ
ハ
ド
と
い
っ
た
シ
ー
ア
派
の
聖
地

に
は
、
感
染
が
確
認
さ
れ
た
後
に
も
多
く
の
人
が
国
内
外
か
ら
詰
め

か
け
て
い
た
。
コ
ム
な
ど
の
モ
ス
ク
や
聖
廟
も
三
月
中
旬
ま
で
閉
鎖

で
き
ず
、
巡
礼
者
の
多
く
は
密
閉
さ
れ
た
聖
廟
で
、
ひ
つ
ぎ
が
置
か

れ
た
場
所
を
取
り
囲
む
柵
に
触
っ
た
り
、口
づ
け
し
た
り
す
る
た
め
、

濃
厚
接
触
の
要
素
が
そ
ろ
っ
て
い
た
。
ま
た
感
染
拡
大
後
も
、
イ
ラ

ン
の
精
鋭
部
隊
・
革
命
防
衛
隊
の
近
隣
国
へ
の
軍
事
支
援
な
ど
に
か

か
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
マ
ハ
ー
ン
航
空
が
中
国
や
中
東
各
地
へ
の

航
空
便
の
運
航
を
続
け
、
周
辺
国
な
ど
で
イ
ラ
ン
帰
り
の
感
染
者
が

多
く
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
中
国
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
指
摘
す
る
見
方
も
強
い
。

イ
ラ
ン
政
府
は
二
〇
一
九
年
七
月
か
ら
、
中
国
人
観
光
客
へ
の
ビ
ザ

を
緩
和
す
る
な
ど
、
観
光
を
成
長
の
柱
に
設
定
。
原
油
収
入
に
依
存

し
た
財
政
構
造
の
脱
却
を
目
指
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
中
国
人
の

入
国
を
制
限
す
る
の
に
二
の
足
を
踏
ん
だ
と
の
見
方
も
あ
る
。
実
際

に
中
国
人
の
入
国
を
禁
止
し
た
の
は
二
月
二
八
日
だ
っ
た
。

被
害
拡
大
の
理
由
は
米
制
裁
か

　

初
期
に
顕
著
だ
っ
た
の
が
死
者
数
の
多
さ
で
、
二
月
下
旬
以
降
は

死
者
数
が
中
国
に
次
ぐ
と
い
う
水
準
が
し
ば
ら
く
続
い
た
。
背
景
に

は
、
二
〇
一
五
年
に
イ
ラ
ン
が
米
欧
な
ど
と
結
ん
だ
核
合
意
か
ら
離

脱
し
た
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
に
よ
る
厳
し
い
経
済
制
裁
の
影
響
が
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。
制
裁
の
影
響
で
、
外
国
か
ら
の
医
薬
品
の
輸
入
が

難
し
く
な
り
、
外
国
製
の
医
薬
品
は
以
前
の
一
〇
倍
以
上
、
国
内
製

も
二
倍
以
上
に
価
格
が
跳
ね
上
が
っ
た
。
死
者
の
増
加
は
、
生
活
が

苦
し
く
な
る
市
民
が
多
く
、
感
染
し
て
重
症
化
し
て
も
医
薬
品
が
手

に
入
ら
ず
、
良
質
の
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
例
が
多
く
な
っ
た
た
め

と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
イ
ラ
ン
政
府
は
あ
の
手
こ
の
手
で
感
染
拡
大
の
封
じ
込

め
を
実
施
し
た
。
外
出
制
限
に
加
え
て
、
都
市
間
の
移
動
を
事
実
上

禁
止
。
バ
ザ
ー
ル
や
小
売
店
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
学
校
や
映

画
館
、
公
園
な
ど
の
人
が
密
集
す
る
施
設
を
閉
鎖
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
「
三
密
」
の
顕
著
な
刑
務
所
で
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
、
政
治
犯
な
ど
受
刑
者
計
一
〇
万
人
を
一
時
的
に
釈
放
。
四
月
に

は
新
聞
を
買
い
に
求
め
る
人
の
外
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
日
刊
紙
の
発

行
も
一
時
停
止
し
た
。
コ
ム
や
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
聖
廟
な
ど
の
閉
鎖
も

断
行
。
毎
週
金
曜
日
の
金
曜
礼
拝
を
含
め
て
、
す
べ
て
の
集
団
礼
拝
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が
中
止
さ
れ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
政
策
の
背
景
に
は
、
イ
ラ
ン
の
政
権
中
枢
に
ク
ラ
ス

タ
ー
（
小
規
模
な
患
者
の
集
団
）
が
存
在
す
る
と
の
恐
れ
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
三
月
に
は
感
染
拡
大
防
止
の
陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
た

保
健
省
次
官
、
そ
し
て
ロ
ー
ハ
ニ
大
統
領
に
近
い
エ
ブ
テ
カ
ー
ル
副

大
統
領
（
家
族
・
女
性
担
当
）
ら
の
感
染
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
し
た
。

だ
が
、
三
月
下
旬
に
な
っ
て
も
感
染
増
加
は
鈍
化
せ
ず
、
一
日
当
た

り
の
死
者
数
が
二
週
間
以
上
も
一
〇
〇
人
超
を
記
録
。五
月
も
一
時
、

増
加
傾
向
に
転
じ
る
な
ど
、
今
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
は
続
く
。

「
命
と
パ
ン
」
で
板
挟
み
の
ロ
ー
ハ
ニ
政
権

　

そ
ん
な
中
、
ロ
ー
ハ
ニ
政
権
は
、
外
資
に
頼
ら
ず
に
国
内
の
経
済

活
動
を
再
開
し
つ
つ
、
感
染
を
抑
え
る
と
い
う
綱
渡
り
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
イ
ラ
ン
人
記
者
は
「
も
し
経
済
も
う
ま
く
い
か
ず
感
染
拡

大
が
続
け
ば
、
反
政
府
・
反
体
制
デ
モ
が
起
き
る
可
能
性
が
高
い
」

と
指
摘
す
る
。
外
出
制
限
な
ど
が
続
け
ば
、
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
で
約
半

数
の
市
民
の
生
活
に
困
難
が
生
じ
る
と
の
調
査
結
果
も
あ
る
。

　

ロ
ー
ハ
ニ
師
は
五
月
二
日
、「
命
と
パ
ン
（
経
済
）
の
双
方
を
救

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
感
染
拡
大
の
「
第

二
波
」
が
起
き
る
こ
と
へ
の
懸
念
と
批
判
は
つ
き
ま
と
う
。

　

四
月
一
八
日
に
は
テ
ヘ
ラ
ン
で
、政
府
が
「
感
染
リ
ス
ク
が
低
い
」

と
認
め
た
企
業
や
店
舗
が
再
開
。
バ
ザ
ー
ル
（
市
場
）
な
ど
に
人
が

集
ま
り
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
も
始
ま
っ
た
。
首
都
を
抱
え
る
テ
ヘ
ラ
ン

州
知
事
は
四
月
二
五
日
、「
地
下
鉄
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

（
の
混
雑
具
合
）
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
限
度
を
超

え
て
い
る
」
と
警
告
。
ロ
ー
ハ
ニ
師
も
「
人
々
の
警
戒
や
用
心
す
る

心
が
緩
め
ば
、ウ
イ
ル
ス
は
再
び
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

規
制
を
復
活
さ
せ
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い

る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
イ
ラ
ン
国
内
の
政
治
勢
力
の
対
立
も

浮
き
彫
り
に
し
た
。
反
米
を
基
調
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
え
に
厳

格
な
社
会
を
目
指
す
保
守
強
硬
派
が
、
対
外
融
和
路
線
で
保
守
穏
健

派
の
ロ
ー
ハ
ニ
師
を
糾
弾
す
る
と
い
う
構
図
だ
。

　

国
政
の
最
終
決
定
権
を
握
る
最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
の
影
響
力

が
強
く
、
保
守
強
硬
派
の
牙
城
で
あ
る
司
法
府
の
報
道
官
は
四
月

二
一
日
、「
断
食
月
（
ラ
マ
ダ
ン
）
に
向
け
て
モ
ス
ク
を
再
開
す
べ

き
だ
」と
マ
シ
ュ
ハ
ド
な
ど
聖
地
を
含
め
た
モ
ス
ク
の
再
開
を
求
め
、

早
期
再
開
に
消
極
的
な
政
府
を
暗
に
批
判
し
た
。

　

二
月
の
国
会
議
員
選
挙
で
は
保
守
強
硬
派
が
七
割
ほ
ど
の
議
席
を

獲
得
し
た
と
さ
れ
、
勢
い
を
増
し
て
お
り
、
ロ
ー
ハ
ニ
政
権
へ
の
風

当
た
り
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
ロ
ー
ハ
ニ
政
権
は
、
感
染
拡
大
の
第

二
波
を
防
ぐ
た
め
に
、
ラ
マ
ダ
ン
終
了
後
の
五
月
二
三
日
以
降
に
再
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開
を
認
め
た
い
考
え
だ
。
特
に
聖
地
の
モ
ス
ク
や
聖
廟
を
再
開
す
れ

ば
、人
の
移
動
が
活
発
化
し
、感
染
の
懸
念
が
高
ま
る
。
だ
が
、ロ
ー

ハ
ニ
政
権
は
保
守
強
硬
派
に
配
慮
し
た
形
で
、
五
月
中
旬
に
は
、
少

人
数
で
の
礼
拝
な
ど
を
条
件
に
、
一
部
の
モ
ス
ク
に
つ
い
て
再
開
を

認
め
た
。

変
わ
ら
ぬ
米
国
と
の
対
立
と
中
国
の
存
在
感

　

一
方
で
、
変
化
が
な
い
の
が
、
今
年
一
月
に
革
命
防
衛
隊
の
ソ
レ

イ
マ
ニ
司
令
官
が
殺
害
さ
れ
、
大
規
模
な
軍
事
衝
突
寸
前
に
ま
で
緊

張
が
高
ま
っ
た
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
と
の
敵
対
関
係
だ
。

　

ハ
メ
ネ
イ
師
は
三
月
二
二
日
、「
米
国
が
こ
の
ウ
イ
ル
ス
を
作
っ

た
と
非
難
も
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
変
わ
ら
ぬ
反
米
姿
勢
を
強
調

し
た
。
ロ
ー
ハ
ニ
師
も
「
わ
れ
わ
れ
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
、
そ
れ

よ
り
も
悪
い
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
制
裁
と
の
戦
い
に
も
臨
ん
で
い
る
」

と
米
国
を
批
判
。
反
米
を
打
ち
出
す
こ
と
で
国
民
か
ら
の
経
済
低
迷

や
感
染
拡
大
へ
の
批
判
を
か
わ
す
狙
い
が
あ
る
と
み
ら
れ
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
対
話
の
兆
し
は
見
出
せ
な
い
。

　

四
月
下
旬
に
は
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
で
米
国
の
艦
船
と
革
命
防
衛
隊
の

船
舶
が
異
常
接
近
し
た
と
さ
れ
た
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
舌
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
「
イ
ラ
ン
の
小
型
艦
が
米
艦
船
に
嫌
が

ら
せ
す
れ
ば
撃
沈
す
る
」
と
発
言
。
革
命
防
衛
隊
の
サ
ラ
ミ
総
司
令

官
は
「
イ
ラ
ン
の
安
全
保
障
を
脅
か
す
こ
と
が
あ
れ
ば
、
米
軍
艦
を

破
壊
す
る
」
と
述
べ
る
な
ど
、
緊
張
関
係
が
続
く
。

　

そ
ん
な
中
、
存
在
感
を
増
し
て
い
る
の
が
中
国
だ
。
二
月
末
ま
で

に
は
既
に
二
万
組
の
検
査
用
機
材
を
提
供
し
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
に

一
〇
〇
〇
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク
な
ど
、物
資
を
送
付
し
続
け
て
い
る
。

国
連
で
も
、
イ
ラ
ン
な
ど
へ
の
制
裁
を
解
除
す
べ
き
だ
と
要
求
す
る

な
ど
、
イ
ラ
ン
寄
り
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
イ
ラ
ン
が
中
国
の
顔
色
を
う
か
が
う
よ
う
な
場
面
も

あ
っ
た
。
四
月
上
旬
に
は
、
イ
ラ
ン
保
健
省
の
報
道
官
が
「
中
国
の

統
計
は
苦
々
し
い
ジ
ョ
ー
ク
に
見
え
る
」
と
批
判
。
だ
が
、
イ
ラ
ン

外
務
省
は
発
言
の
火
消
し
に
追
わ
れ
、
駐
イ
ラ
ン
中
国
大
使
か
ら
の

抗
議
も
あ
っ
て
か
、
保
健
省
報
道
官
は
そ
の
後
、「
中
国
の
こ
の
困

難
な
時
期
に
お
け
る
イ
ラ
ン
へ
の
支
援
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
批
判
を
引
っ
込
め
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

　

日
本
政
府
は
三
月
に
、
国
際
機
関
を
通
じ
て
イ
ラ
ン
へ
の
二
五
億

円
の
医
療
支
援
を
決
定
。
伝
統
的
友
好
国
で
あ
る
イ
ラ
ン
へ
の
支
援

を
続
け
る
。
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
関
係
者
が
一
時
的
に
退
避
し
た
日

本
企
業
と
違
っ
て
、
中
国
企
業
は
今
も
イ
ラ
ン
で
の
活
動
を
続
行
し

て
い
る
。
米
国
と
の
摩
擦
を
恐
れ
ず
に
、
イ
ラ
ン
経
済
の
屋
台
骨
で

あ
る
原
油
を
購
入
し
続
け
て
い
る
中
国
の
存
在
感
は
強
ま
る
ば
か
り

だ
。
●




